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令和元年第２回定例会　議案の概要

第２回定例会
（会期：令和元年６月７日～６月25日）

議決した案件
●条例案…16件　●予算案…３件　●同意案…15件　●その他…11件

●議員提出議案…１件　●委員会提出議案…２件　●請願…１件　●議長発議…２件
（●全会一致可決…45件　●賛成多数可決…５件　●継続審査…１件）

Pick Up

第
2
期
東
広
島
市
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

我
が
国
及
び
本
市
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
及
び
歴
史
・
文
化

遺
産
、
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
学
術
研
究
機
関
並
び
に
豊
富
な
人
材
を
生
か
し
た
教
育
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
第
2
期
東
広
島
市
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

基本理念

基本目標

「夢と志
こころざし

」をもち、グローバル社会をたくましく生きる人材
の育成

○学校教育
　  「知・徳・体のバランスのとれた子供たちの『生きる力』
の育成」
○教育環境
　  「教育施策推進のための基盤整備」及び「学びのセーフティ
ネットの構築」
○生涯学習・社会教育
　  「生涯学び、活躍できる環境の整備と学びを通じたまちづ
くりの推進」
○青少年健全育成
　「青少年の健やかな成長を支える環境の形成」
○文化
　「歴史・文化の伝承と新たな市民文化の創造」
○スポーツ
　「生涯にわたってスポーツを楽しめる環境の形成」
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令和元年第２回定例会　議案の概要

Select.2

Select.1
〈
同
意
案
第
104
号
〉

東
広
島
市
名
誉
市
民
に

佐さ

た

け竹
利と

し

こ子
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た

　

本
市
に
縁
故
が
深
く
、
公
共
の
福
祉
の
増
進
や
社
会
文
化
の
進
展
に
貢
献
し
、

そ
の
功
績
が
卓
絶
で
あ
る
方
に
対
し
、
市
は
そ
の
功
績
を
称
え
名
誉
市
民
に
選
定

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
度
株
式
会
社
サ
タ
ケ
の
佐
竹
利
子
さ
ん
を
選
定
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
121
号
〉

化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
導
入

し
ま
す

　

東
広
島
消
防
署
に
配
備
す
る
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
購
入
す
る
契
約
を
締

結
し
ま
し
た
。

◎
主
な
内
容

○
名
称

　

化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

○
取
得
価
格

　

7
，
0
1
8
万
円

○
契
約
の
相
手
方

　

中
下
モ
ー
タ
ー
ス
有
限
会
社

◎
委
員
会
で
の
質
疑

　
　
　
　

入
札
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

　
　
　
　

一
般
競
争
入
札
で
、
2
者

の
応
札
が
あ
り
、
落
札
率
は

96
％
と
な
っ
て
い
る
。

QＡ

◎
選
定
の
理
由

　

国
内
外
に
お
い
て
食
を
通
じ

た
社
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
お

り
、県
内
一
の
米
の
作
付
面
積
を
誇

る
本
市
に
お
い
て
、機
械
・
設
備
の

面
か
ら
産
業
を
支
え
る
と
と
も
に
、

国
内
外
の
災
害
被
災
地
に
対
し
義

援
金
の
寄
付
や
救
援
物
資
の
供
給

な
ど
の
支
援
を
積
極
的
に
行
わ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
食
品
や
農
業
な
ど
の
産

業
界
の
発
展
に
尽
く
し
た
功
績
も

大
き
く
、
日
本
農
業
機
械
工
業
会

や
公
益
社
団
法
人
発
明
協
会
な
ど

で
理
事
を
歴
任
さ
れ
た
。

　

我
が
国
の
科
学
技
術
と
産
業
の

発
展
の
た
め
全
国
的
な
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、東
広
島
市
に
お
い

て
も「
東
広
島
市
少
年
少
女
発
明

ク
ラ
ブ
」の
会
長
と
し
て
、次
代
を

担
う
児
童
・
生
徒
が
創
造
性
豊
か

な
人
間
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、

幅
広
い
事
業
活
動
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
産
官
学
民
の
連
携
に

よ
る
地
域
の
再
生
・
活
性
化
を
図

る
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
豊
栄
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足

さ
れ
、
古
民
家
再
生
に
よ
り
整
備

し
た
情
報
発
信
拠
点
「
豊
栄
く
ら

す
」
を
中
核
に
、
幅
広
い
取
り
組

み
に
よ
り
、
本
市
の
里
山
事
業
に

も
大
き
く
貢
献
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
　
　

管
内
の
化
学
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
の
必
要
台
数
は
何
台

か
。

　
　
　
　

東
広
島
消
防
署
、
竹
原
消

防
署
、
大
崎
上
島
消
防
署
に

各
1
台
で
、
国
の
基
準
に
よ
り
適
正

に
配
置
し
て
い
る
。

QＡ

化学消防ポンプ自動車
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Select.4

Select.3
〈
議
案
第
125
号
〉

有
害
獣
処
理
加
工
施
設
の
指
定
管

理
者
が
指
定
さ
れ
ま
し
た

　

有
害
獣
処
理
加
工
施
設
の
管
理
を
行
う
指
定
管
理
と
し
て
「
東
広
島
ジ
ビ
エ
セ

ン
タ
ー
株
式
会
社
」
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

〈
議
案
第
136
号
〉

東
広
島
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

　

所
得
の
少
な
い
第
1
号
被
保
険
者
に
対
す
る
令
和
元
年
度
及
び
令
和
2
年
度
の

保
険
料
の
軽
減
措
置
が
次
の
と
お
り
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

◎
主
な
内
容

○
指
定
管
理
者

　

東
広
島
ジ
ビ
エ
セ
ン
タ
ー

　

株
式
会
社

○
指
定
期
間

　

令
和
元
年
8
月
1
日
か
ら

　

令
和
4
年
3
月
31
日
ま
で
の

　

2
年
8
か
月

○
選
定
に
あ
た
っ
て
の
基
準

　

① 

利
用
者
の
平
等
な
利
用
を
確

保
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と

　

② 

施
設
の
効
用
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と

　

③ 

事
業
計
画
に
沿
っ
た
管
理
を

安
定
し
て
行
う
能
力
を
有
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と

　

④ 

施
設
の
設
置
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
必
要
な
能
力
を
有

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と有害獣処理加工施設の外観

区分 第１号被保険者の所得区分
保険料の現年額

現行 改正

１

本人が老齢福祉年金の受給者でその
属する世帯の全員が市民税非課税の
もの、生活保護受給者に該当する者
又は本人及びその属する世帯の全員
が市民税非課税の者で前年中の本人
の公的年金等の収入金額等が80万円
以下であるもの等に該当する者

30,780円 25,650円

２

本人及びその属する世帯の全員が市
民税非課税の者で、前年中の本人の
公的年金等の収入金額等が80万円を
超え、120万円以下であるもの等に該
当する者

44,460円 35,910円

３

本人及びその属する世帯の全員が市
民税非課税の者で、前年中の本人の
公的年金等の収入金額等が120万円を
超えるもの等に該当する者

51,300円 49,590円



市議会だより　2019.9 page.20

令和元年第２回定例会　議案の概要

Select.6

Select.5
〈
議
案
第
137
号
〉

国
民
健
康
保
険
税
条
例
を

 

改
正
し
ま
し
た

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
を

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
軽
減
措
置
に
係
る
軽
減
判
定
所
得
の
算
定
方
法
を
変
更

し
て
軽
減
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

〈
議
案
第
143
号
〉

東
広
島
市
立
幼
稚
園
保
育
料
等
徴

収
条
例
を
廃
止
し
ま
す

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
幼
児
教
育
・
保
育
が
無
償

化
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
東
広
島
市
立
幼
稚
園
保
育
料
等
徴
収
条
例
を
廃
止
し
ま
す
。

○
施
行
期
日

　

令
和
元
年
10
月
1
日

○
経
過
措
置

　

  

施
行
日
前
に
在
籍
し
た
期
間
に
係

る
保
育
料
及
び
施
行
日
前
の
入
園

に
係
る
入
園
料
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

◎
課
税
限
度
額
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
次
の
3

つ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

①
基
礎
課
税
額
（
医
療
分
）

②
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額

③
介
護
納
付
金
課
税
額

　

こ
の
う
ち
基
礎
課
税
額
の
課
税

限
度
額
を
、
58
万
円
か
ら
61
万
円

に
引
き
上
げ
る
。

◎
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置

に
係
る
軽
減
判
定
所
得
の
算
定
に

お
い
て
被
保
険
者
の
数
に
乗
じ
る

金
額
を
、
次
の
と
お
り
引
き
上
げ

る
。

区　分 現　行 改　正

基礎
課税額

58万円 61万円

区　分 現　行 改　正

５割軽減の
対象となる
世帯

27万５千円 28万円

２割軽減の
対象となる
世帯

50万円 51万円

議
員
間
の
討
議
で
は
、

　

こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
保
育
料
等
が
免
除
に
な
る

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
市

民
が
大
変
喜
ば
れ
る
と
思
い
ま

す
の
で
賛
成
し
ま
す
。
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Select.8

Select.7
〈
議
案
第
147
号
〉

東
広
島
運
動
公
園
の
陸
上
競
技
場
の

改
修
工
事
を
行
い
ま
す

　

東
広
島
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
改
修
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
可
決

し
ま
し
た
。

〈
議
員
提
出
議
案
第
2
号
〉

天
皇
陛
下
御
即
位
を
祝
す
賀
詞
を

決
議
し
ま
し
た

　

天
皇
陛
下
が
御
即
位
あ
そ
ば
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
慶
祝
の
意
を
表
す
る
た
め
に

賀
詞
を
決
議
し
ま
し
た
。

◎契約の内容

工事の内容
舗装工事
ポリウレタン舗装工　9,832㎡
アスファルト舗装工　9,493㎡

契約金額 ３億8,665万円

相手方
奥アンツーカ・樋口建設　特定建設工事　
共同企業体

東広島運動公園陸上競技場（改修前）

◎
決
議
の
内
容

　

天
皇
陛
下
御
即
位
を
祝
す
賀
詞
決
議

　

天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
風
薫
る
佳
き
日
に
御
即
位
あ
そ
ば
さ
れ
、

日
本
国
及
び
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
と
し
て
皇
位
を
継
承
な
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、

誠
に
慶
賀
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
い
よ
い
よ
の
ご
清
祥
と
、
世
界
の
平
和
と
我
が
国
の
繁
栄

が
一
層
進
展
し
、
令
和
の
世
が
幾
久
し
く
続
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
こ
に
東
広
島
市
議
会
は
、
東
広
島
市
民
を
代
表
し
て
謹
ん
で
お
祝
い
表
し
ま

す
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。
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令和元年第２回定例会　議案の審査経過

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対

議案番号▶ 議
案
第
130
号

議
案
第
133
号

議
案
第
137
号

議
案
第
144
号

議
案
第
145
号会派名 議員名

創 生 会

片山　貴志 ○ ○ ○ ○ ○

岩崎　和仁 ○ ○ ○ ○ ○

坪井　浩一 ○ ○ ○ ○ ○

加藤　祥一 ○ ○ ○ ○ ○

鈴木　利宏 ○ ○ ○ ○ ○

清 新 の 会

貞岩　　敬 ○ ○ ○ ○ ○

北林　光昭 ○ ○ ○ ○ ○

重森佳代子 ○ ○ ○ ○ ○

乗越　耕司 議 議 議 議 議

池田　隆興 ○ ○ ○ ○ ○

創 志 会

岡田　育三 ○ ○ ○ ○ ○

大道　博夫 ○ ○ ○ ○ ○

玉川　雅彦 ○ ○ ○ ○ ○

奥谷　　求 ○ ○ ○ ○ ○

公 明 党

坂元百合子 ○ ○ ○ ○ ○

加根　佳基 ○ ○ ○ ○ ○

竹川　秀明 ○ ○ ○ ○ ○

令 和 会

鈴木　英士 ○ ○ ○ ○ ○

牛尾　容子 ○ ○ ○ ○ ○

田坂　武文 ○ ○ ○ ○ ○

市民クラブ

景山　　浩 ○ ○ ○ ○ ○

中川　　修 ○ ○ ○ ○ ○

石原　賢治 ○ ○ ○ ○ ○

政 友 会

重光　秋治 ○ ○ ○ ○ ○

山下　　守 ○ ○ ○ ○ ○

牧尾　良二 ○ ○ ○ ○ ○

日本共産党 谷　　晴美 × × × × ×

真政倶楽部 宮川　誠子 ○ ○ ○ ○ ○

広 友 会 上田　　廣 ○ ○ ○ ○ ○

街おこしをめざす会 大谷　忠幸 ○ ○ ○ ○ ○

本
会
議
の
討
論

● 

議
案
第
130
号
（
東
広
島
市

庁
舎
駐
車
場
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
使
用
料

の
引
き
上
げ
を
し
よ
う
と
す
る
内
容

で
あ
る
が
、
国
民
の
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
反
対
の
声
は
半
数
以
上
に

上
っ
て
い
る
。
消
費
税
が
5
％
か
ら

8
％
へ
増
税
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

2
人
以
上
世
帯
の
実
質
家
計
消
費
支

出
は
年
間
25
万
円
も
落
ち
込
ん
で
い

る
。
日
本
経
済
は
深
刻
な
消
費
不
況

に
落
ち
込
ん
で
い
る
中
、
消
費
税

10
％
増
税
を
強
行
す
る
な
ら
ば
、
国

民
生
活
と
経
済
は
大
変
な
事
態
と
な

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
市
は
国
に

対
し
て
、
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め

る
べ
き
で
あ
り
、
引
き
上
げ
分
の
影

響
額
は
会
計
内
で
補
填
す
る
べ
き
。

賛
成

 

宮
川　

誠
子
議
員

　

地
方
自
治
体
は
課
税
団
体
で
は
な

い
た
め
消
費
税
を
支
払
う
必
要
は
な

い
が
、
消
費
税
分
が
上
乗
せ
さ
れ
る

た
め
必
要
経
費
が
上
が
っ
て
く
る
と

い
う
こ
と
で
こ
の
処
理
を
し
て
い
る

と
理
解
し
て
い
る
。
消
費
税
は
廃
止

す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
民
主

主
義
の
ル
ー
ル
に
の
っ
と
り
、
地
方

は
国
が
決
め
た
こ
と
に
従
う
し
か
な

い
と
い
う
状
況
で
あ
る
た
め
、
賛
成

す
る
。

東広島市庁舎駐車場
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● 

議
案
第
133
号（
東
広
島
市
特

定
地
域
浄
化
槽
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
使
用
料

引
き
上
げ
を
し
よ
う
と
す
る
内
容
で

あ
り
、
市
は
国
に
対
し
て
消
費
税
増

税
中
止
を
求
め
る
べ
き
で
、
会
計
内

で
賄
い
切
れ
な
い
も
の
は
、
一
般
会

計
か
ら
繰
り
入
れ
す
る
な
ど
し
て
補

填
す
べ
き
。

● 

議
案
第
137
号
（
東
広
島
市

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

保
険
料
の
賦
課
限
度
額
を
こ
れ
ま

で
の
58
万
円
か
ら
3
万
円
引
き
上
げ
、

61
万
円
に
し
よ
う
と
す
る
内
容
が
含

ま
れ
て
い
る
。
低
所
得
者
層
、
中
間

層
に
配
慮
し
た
も
の
で
、
一
定
以
下

の
所
得
の
方
は
所
得
割
が
下
が
る
こ

と
で
保
険
料
が
下
が
り
、
軽
減
効
果

が
得
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
配

慮
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
の
国
庫
負

担
率
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
国
民
の

負
担
を
軽
減
す
る
の
が
筋
で
は
な
い

か
。
被
保
険
者
同
士
で
負
担
を
や
り

く
り
す
る
こ
と
で
負
担
増
を
回
避
し

よ
う
と
す
る
国
の
方
針
は
、
抜
本
的

改
革
を
先
送
り
す
る
だ
け
で
あ
り
、

市
は
会
計
内
で
処
理
す
る
の
で
は
な

く
、
無
駄
な
計
画
を
や
め
、
基
金
や

一
般
会
計
の
繰
り
入
れ
で
地
方
自
治

体
の
責
任
を
果
た
す
べ
き
。

● 

議
案
第
144
号（
令
和
元
年
度
東
広

島
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
））

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

円
城
寺
保
育
所
の
民
営
化
方
針
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
市
は
残
っ

た
公
立
保
育
所
に
対
す
る
職
員
配
置

基
準
の
上
乗
せ
を
し
て
抜
本
的
に
見

直
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
円
城
寺
保

育
所
の
民
営
化
は
、
公
立
の
保
育
所

の
定
員
そ
の
も
の
を
減
ら
し
、
全
体

的
な
影
響
に
よ
り
、
保
育
の
質
と
量

を
後
退
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
公
立

保
育
所
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
化
計
画
を

策
定
し
、
公
立
保
育
所
を
存
続
さ
せ
、

認
可
保
育
所
を
ふ
や
す
、
こ
の
ス
タ

ン
ス
に
立
っ
て
、
希
望
が
持
て
る
政

策
を
提
案
す
る
べ
き
。

賛
成

 

宮
川　

誠
子
議
員

　

こ
の
補
正
予
算
の
中
に
は
、
広
島

大
学
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
学
生
の

交
通
移
動
手
段
を
確
立
す
る
た
め
の

実
証
実
験
と
い
う
費
用
や
、
安
芸
津

町
風
早
地
域
の
空
き
家
を
利
用
し
、

サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
対
象
と
す
る
休
憩

施
設
等
の
改
装
費
用
の
補
助
金
等
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。
非
常
に
重
要
な

予
算
で
あ
る
と
考
え
、
即
座
に
決
定

し
、
執
行
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

反
対
討
論
中
の
円
城
寺
保
育
所
の

民
営
化
に
つ
い
て
は
、
公
立
・
民
間

ト
ー
タ
ル
で
定
員
の
枠
を
ふ
や
し
て

待
機
児
童
対
策
を
進
め
て
い
く
た
め

に
や
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
反
対

討
論
に
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
る
。

● 

議
案
第
145
号（
令
和
元
年
度

東
広
島
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
））

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

反
対
と
し
た
議
案
第
137
号
「
東
広

島
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
」
の
内
容
に
影
響
さ

れ
る
シ
ス
テ
ム
改
修
費
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
た
め
、
反
対
す
る
。

移転・民営化される円城寺保育所

保険証
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委
員
会
審
査
概
要

総
務
委
員
会

● 

議
案
第
128
号
（
特
別
職
の
職
員
等

の
給
与
、
旅
費
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

　
　
　
　

選
挙
長
等
の
報
酬
額
に
つ

い
て
、
国
の
基
準
単
価
を
採

用
し
て
い
る
根
拠
は
何
か
。

　
　
　
　

事
務
内
容
が
、
全
国
的
に

統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
報

酬
等
に
要
す
る
経
費
は
、
国
会
議
員

の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に
関

す
る
法
律
に
お
い
て
国
が
算
定
し
て

い
る
こ
と
、
県
内
市
や
類
似
団
体
の

大
半
が
基
準
法
に
準
じ
た
報
酬
額
を

採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を

採
用
し
て
い
る

● 

議
案
第
140
号
（
東
広
島
市
火
災
予

防
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

　
　
　
　

特
定
小
規
模
施
設
用
自
動

火
災
報
知
設
備
と
は
何
か
。

QＡQ

　
　
　
　

小
規
模
事
業
所
用
の
火
災

報
知
設
備
で
、
事
業
所
の
全

室
に
設
け
て
無
線
で
連
動
し
警
報
を

鳴
ら
す
も
の
で
あ
る

　
　
　
　

こ
う
し
た
設
備
を
設
け
る

こ
と
で
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等

の
大
き
な
設
備
は
必
要
な
い
と
い
う

こ
と
か
。

　
　
　
　

住
宅
用
の
防
災
警
報
器
を

設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

所
に
、
機
能
的
に
上
位
の
設
備
を
設

け
た
場
合
は
、
住
宅
用
の
防
災
警
報

器
の
設
置
が
不
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

ＡQＡ

文
教
厚
生
委
員
会

● 

議
案
第
123
号（
無
線
ロ
ー
カ
ル
エ
リ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｌ
Ａ
Ｎ
）ア
ク

セ
ス
ポ
イ
ン
ト
及
び
こ
れ
に
関
連

す
る
機
器
等
の
取
得
に
つ
い
て
）

　
　
　
　

購
入
機
器
は
ど
の
よ
う
に

活
用
す
る
も
の
か
。

　
　
　
　

令
和
2
年
度
か
ら
の
新
学

習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
情

報
活
用
能
力
が
今
後
求
め
ら
れ
る
と

さ
れ
て
お
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
に
活
用
し
て
い
く
。

● 

議
案
第
127
号
（
向
陽
中
学
校
大
規

模
改
造
工
事
（
建
築
）
の
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
）

　
　
　
　

こ
の
工
事
の
主
な
目
的
は

何
か
。

　
　
　
　

市
内
の
小
中
学
校
の
中
で

も
、
特
に
向
陽
中
学
校
に
つ

QＡQＡ

い
て
は
、
外
壁
や
、
軒
下
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
か
な
り
剥
落
し
て
お
り
、

安
全
面
に
不
安
が
あ
る
た
め
、
今
回

大
規
模
改
修
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

● 

議
案
第
134
号
（
災
害
弔
慰
金
の
支

給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
）

　
　
　
　

災
害
援
護
資
金
の
利
率
を

1
％
と
し
た
根
拠
は
何
か
。

　
　
　
　

他
の
福
祉
資
金
の
事
例
や

他
の
自
治
体
の
状
況
な
ど
を

参
考
に
設
定
を
し
て
い
る
。

QＡ

特定小規模施設用
自動火災報知設備

向陽中学校
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市
民
経
済
委
員
会

● 
議
案
第
125
号
（
東
広
島
市
有
害
獣

処
理
加
工
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
）

　
　
　
　

加
工
施
設
で
の
肉
の
処
理

や
加
工
販
売
の
収
益
は
市
と

指
定
管
理
者
の
ど
ち
ら
に
入
る
の
か
。

　
　
　
　

今
回
の
指
定
管
理
は
、
利

用
料
金
制
を
採
用
し
て
お
り
、

市
が
指
定
管
理
料
を
支
払
わ
な
い
か

わ
り
に
、
肉
の
加
工
品
等
を
販
売
し

た
収
益
等
に
つ
い
て
は
、
全
て
指
定

管
理
者
に
入
る
。

　
　
　
　

肉
の
加
工
品
等
の
収
益
を

含
め
て
事
業
計
画
を
立
て
て

い
る
と
考
え
る
が
、
予
定
ど
お
り
の

処
理
頭
数
が
な
い
と
経
営
が
苦
し
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

指
定
管
理
者
の
平
成
30
年

度
の
処
理
頭
数
は
900
頭
で
、

指
定
管
理
を
行
う
新
た
な
施
設
で
は
、

1
，
5
0
0
頭
の
処
理
を
予
定
し
て

QＡQＡ

い
る
。
ま
た
、
新
し
く
職
員
を
雇
用

し
、
処
理
頭
数
及
び
販
売
の
増
も
見

込
ん
だ
収
支
計
画
を
立
て
ら
れ
て
い

る
。

● 

議
案
第
133
号
（
東
広
島
市
特
定
地

域
浄
化
槽
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
）

　
　
　
　

浄
化
槽
使
用
料
の
改
正
後

の
1
人
当
た
り
増
額
幅
を
比

較
し
た
場
合
に
お
い
て
、
浄
化
槽
の

人
槽
が
大
き
く
な
る
に
従
い
金
額
が

下
が
る
傾
向
に
あ
る
が
、
8
人
槽
の

み
突
出
し
て
い
る
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　

使
用
料
を
算
定
す
る
際
、

点
検
・
法
定
検
査
等
の
年
間

費
用
を
積
算
し
た
金
額
を
月
数
で
割

り
、
10
円
未
満
の
端
数
が
あ
れ
ば
切

り
捨
て
処
理
を
行
っ
て
お
り
、
月
額

算
出
す
る
際
の
端
数
を
調
整
し
た
影

響
で
あ
る
。

QＡ

建
設
委
員
会

● 

議
案
第
124
号
（
市
道
の
路
線
の
認

定
に
つ
い
て
（
寺
家
南
64
号
線
ほ

か
2
路
線
））

　
　
　
　

委
員
会
説
明
資
料
の
現
地

写
真
は
仮
復
旧
の
状
態
に
見

え
る
が
、
こ
の
状
態
で
市
に
引
き
継

い
だ
の
か
。

　
　
　
　

引
き
継
ぎ
に
あ
た
っ
て
現

地
確
認
を
行
っ
て
お
り
、
現

状
は
こ
の
形
で
は
な
い
。

● 

議
案
第
147
号
（
東
広
島
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
改
修
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
）

　
　
　
　

競
技
場
内
の
芝
生
部
分
の

工
事
に
つ
い
て
は
既
に
発
注

済
み
で
あ
る
が
、
今
回
の
ト
ラ
ッ
ク

QＡQ

の
舗
装
工
事
と
同
時
発
注
す
る
な
ど
、

工
期
の
短
縮
を
図
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

工
事
を
分
け
て
発
注
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
原
因

は
、
工
種
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　

舗
装
の
種
類
と
し
て
透
水

舗
装
と
い
う
表
記
は
な
い
が
、

競
技
場
の
排
水
対
策
に
つ
い
て
、
説

明
を
し
て
欲
し
い
。

　
　
　
　

陸
上
競
技
場
そ
の
も
の
が

運
動
公
園
の
調
整
池
の
機
能

を
持
っ
て
お
り
、
水
が
た
ま
る
よ
う

な
施
設
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
場
内

に
は
勾
配
が
つ
い
て
お
り
、
ト
ラ
ッ

ク
の
内
側
・
外
側
の
水
路
か
ら
排
水

し
、
走
路
の
中
に
は
水
が
少
な
い
場

合
は
た
ま
ら
な
い
よ
う
な
設
計
を
し

て
い
る
。
下
地
処
理
の
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
は
透
水
性
で
あ
る
が
、
上
に
敷
い

て
い
る
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
そ
の
も
の
は

透
水
性
で
は
な
い
た
め
、
表
面
の
水

は
水
路
に
流
し
て
処
理
を
し
て
い
る

と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。

ＡQＡ


